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学
生
の
頃
、
課
外
活
動
の

機
会
を
利
用
し
て
ア
フ
リ
カ

や
東
南
ア
ジ
ア
の
医
療
を
学

び
、
い
つ
か
は
現
場
で
女
性

の
健
康
を
守
れ
る
産
婦
人
科

医
に
な
る
こ
と
を
志
し
た
。

専
門
医
を
取
得
し
た
段
階

で
、
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た

国
際
保
健
を
産
婦
人
科
医
の

視
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
、
現
在
米
国
で
公
衆
衛

生
を
学
ん
で
い
る
。

　

世
界
へ
視
野
を
向
け
、
低

中
所
得
国
の
産
婦
人
科
医
療

を
学
び
た
い
と
い
う
強
い
志

が
あ
っ
た
も
の
の
、
良
く
も

悪
く
も
期
待
し
て
い
た
も
の

は
学
べ
て
い
な
い
。
世
界
の

医
療
を
先
導
し
て
い
る
は
ず

の
米
国
の
産
科
医
療
は
根
深

く
存
在
す
る
人
種
差
別
、
複

雑
な
医
療
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

最
悪
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を

学
ん
だ
。
日
本
の
約
36
倍
の

人
数
が
妊
娠
に
よ
り
死
亡
し

て
お
り
、
こ
の
数
字
は
近
年

上
昇
傾
向
に
あ
る
。
対
す
る

日
本
は
、
母
体
死
亡
率
、
乳

児
死
亡
率
、
妊
婦
健
診
受
診

率
、
全
て
優
等
生
の
よ
う
な

数
字
を
有
す
る
。
産
婦
人
科

領
域
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ロ

ナ
に
よ
る
死
亡
者
数
、
平
均

寿
命
、
平
均
年
収
、
ど
ん
な

社
会
的
な
数
字
で
も
日
本
は

い
わ
ゆ
る”

い
い
国”

代
表

国
で
あ
る
。
今
ま
で
日
本
に

い
て
そ
れ
を
強
く
感
じ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
ん
な
に
〝
い
い
国
〟
な
の

に
、
不
思
議
と
誰
も
世
界
は

注
目
し
な
い
。
色
々
な
授
業

で
日
本
は
い
い
国
代
表
と
し

て
紹
介
さ
れ
る
が
、
時
に
そ

れ
は
、〝
ど
う
で
も
い
い

国
〟
と
も
聞
こ
え
て
し
ま
う

の
だ
。
確
か
に
、
超
高
齢
化

社
会
、
災
害
医
療
な
ど
日
本

に
も
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

そ
れ
で
も
も
っ
と
日
本
は
世

界
に
注
目
さ
れ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
日

本
人
学
生
と
し
て
は
悔
し
く

思
う
場
面
が
多
く
あ
る
。

　

世
界
の
た
め
に
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
が
、
日
本
を

飛
び
出
し
て
、
不
思
議
と
日

本
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
米
国
の
医
療
へ
幼
い

頃
か
ら
な
ぜ
か
憧
れ
て
い
た

節
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

産
婦
人
科
領
域
に
お
い
て
は

憧
れ
て
い
る
場
合
で
は
な

い
。
日
本
の
医
療
は
き
っ
と

世
界
に
応
用
で
き
る
場
面
が

多
く
あ
る
。
今
私
は
日
本
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
あ
げ
、
日
本

に
還
元
で
き
る
国
際
的
医
療

人
に
な
り
た
い
、
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。

（
産
婦
人
科
学
教
室

�

北
澤
晶
子　

95
回
）

　

去
る
１
月
６
日
、
令
和
５

年
度
白
衣
式
が
北
里
講
堂
に

て
執
り
行
わ
れ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
‐
19
の
影
響
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
や
学

生
の
み
の
開
催
が
続
い
て
い

た
が
、
今
年
は
４
年
ぶ
り
に

学
生
と
保
護
者
が
一
堂
に
会

し
た
。
医
学
生
の
臨
床
実
習

の
門
出
を
祝
う
白
衣
式
は
本

塾
が
２
０
０
６
年
に
我
が
国

で
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、
今

年
で
19
回
目
を
迎
え
る
。

　

式
典
に
は
金
井
隆
典
医
学

部
長
、
松
本
守
雄
病
院
長
、

武
田
純
三
三
四
会
長
ら
が
列

席
し
、
臨
床
実
習
を
控
え
た

１
０
５
回
生
（
新
５
年
）
１

０
６
名
に
、
祝
辞
を
送
ら
れ

た
。

　

金
井
医
学
部
長
は
、
白
衣

式
を
迎
え
た
こ
の
日
を
良
い

緊
張
感
と
周
囲
の
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
過

ご
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
そ
し

て
白
衣
を
着
る
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
語
り
、
１
０
５
回

生
の
門
出
を
祝
福
し
た
。

　

松
本
病
院
長
は
、
白
衣
を

着
る
こ
と
で
気
を
引
き
締
め

て
患
者
さ
ん
と
向
き
合
え
る

こ
と
、
患
者
さ
ん
に
優
し
い

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ

い
て
語
り
、
臨
床
実
習
で
実

際
に
そ
の
よ
う
な
現
場
を
経

験
す
る
う
え
で
の
心
構
え
を

説
い
た
。

　

武
田
三
四
会
会
長
は
、
卒

業
式
の
な
い
医
師
と
し
て
の

人
生
の
入
学
式
で
あ
る
と
例

え
ら
れ
、
今
日
の
気
持
ち
を

こ
の
先
の
人
生
で
時
に
思
い

出
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
ら
れ

た
。
な
お
、
三
四
会
か
ら
は

同
白
衣
式
の
記
念
品
と
し

て
、
印
鑑
付
き
ボ
ー
ル
ペ
ン

が
１
０
５
回
生
全
員
に
贈
呈

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
（
１
０
５

回
生
制
作
）
が
放
映
さ
れ
、

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
に
多
く
の

学
生
が
頬
を
緩
め
、
会
場
は

和
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
白
衣

の
授
与
で
あ
る
。
昨
年
は
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
感
染
対
策

の
た
め
に
白
衣
を
各
自
で
着

て
い
た
が
、
今
年
は
、
参
加

し
た
学
生
一
人
ひ
と
り
が
、

金
井
医
学
部
長
、
松
本
病
院

長
、武
田
三
四
会
会
長
、門
川

俊
明
医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ

ー
長
、
平
形
道
人
卒
後
研
修

セ
ン
タ
ー
長
に
白
衣
を
着
さ

せ
て
頂
い
た
。
真
新
し
い
白

衣
を
着
た
学
生
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
と
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
１
０
５
回
生
１

０
６
名
に
よ
り
、
誓
い
の
言

葉
が
唱
和
さ
れ
た
。
誓
い
の

言
葉
は
、
有
志
に
よ
り
組
織

さ
れ
た
白
衣
式
委
員
会
を
中

心
に
、
１
０
５
回
生
全
員
が

協
力
し
、
数
ヶ
月
を
か
け
て

考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

１
０
６
名
が
声
を
そ
ろ
え
て

誓
い
の
言
葉
を
読
み
上
げ
る

と
、
会
場
か
ら
は
よ
り
一
層

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ

た
。

　

最
後
に
、
門
川
医
学
教
育

統
轄
セ
ン
タ
ー
長
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
た
。
入
学
式
が
な

か
っ
た
１
０
５
回
生
に
は
、

８
月
に
行
わ
れ
た
二
日
間
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
で
初
め
て
直

接
会
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

や
、
２
年
生
の
初
め
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
自
主
的
に
学
年
の

集
合
写
真
を
撮
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
を
語
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
‐
19
流
行
下
に
お
い
て
も

何
と
か
学
年
内
の
繋
が
り
を

作
る
た
め
の
教
員
と
学
生
の

奮
闘
を
振
り
返
っ
た
。
ま

た
、
病
院
の
中
で
白
衣
を
着

た
身
と
し
て
の
振
る
舞
い
方

に
つ
い
て
も
説
か
れ
、
１
０

５
回
生
を
激
励
し
た
。

　

白
衣
式
を
終
え
て
、
私
た

ち
１
０
５
回
生
は
い
よ
い
よ

医
療
者
と
し
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
、
実
際
の
臨
床
現

場
に
出
て
医
療
お
よ
び
医
学

を
よ
り
深
く
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
る
。
来
た
る
臨
床
実

習
で
は
常
に
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
た
と
え
悩
み
迷

う
こ
と
が
あ
っ
て
も
初
心
に

帰
っ
て
誓
い
の
言
葉
を
反
芻

し
、
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い

き
た
い
。

（
４
年　

浅
井
隆
徳
、
伊
庭

知
里
、
頃
安
美
玲
、
村
田
和

勇
樹
）

　

医
学
部
で
は
、
毎
年
新
春

を
迎
え
て
、
教
職
員
お
よ
び

三
四
会
員
に
よ
る
新
年
祝
賀

式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
直

近
３
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
拡

本
守
雄
病
院
長
、
岡
野
栄
之

医
学
部
教
授
（
教
職
員
代

表
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
賀
詞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
祝
賀
式
と
併

せ
て
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應

義
塾
医
学
振
興
基
金
」
に
基

づ
く
慶
應
医
学
賞
ラ
イ
ジ
ン

グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
が
行

わ
れ
、
内
科
学
（
血
液
）
専

任
講
師　

櫻
井
政
寿
君
と
、

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
専
任
講
師�

筋
野
智
久
君
の
２
名
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

大
を
受
け
、
慶
應
義
塾
関
係

者
の
み
で
開
催
し
ま
し
た

が
、
本
年
は
、
１
月
５
日

（
金
）
に
、
慶
應
義
塾
大
学

病
院
２
号
館
11
階
の
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
、
式
典
の
様

子
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

で
も
生
配
信
い
た
し
ま
し

た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
と
親
交
の

深
い
学
校
法
人
北
里
研
究
所

か
ら
、
小
林
弘
祐
理
事
長
、

谷
下
常
任
理
事
を
来
賓
と
し

て
迎
え
、
冒
頭
に
金
井
隆
典

医
学
部
長
が
年
頭
の
詞
を
述

べ
、
伊
藤
公
平
塾
長
、
小
林

弘
祐
北
里
研
究
所
理
事
長
、

武
田
純
三
三
四
会
会
長
、
松

決
意
も
新
た
に
、い
ざ
臨
床
実
習
へ

第第
1919
回回  

白
衣
式

白
衣
式

私たち１０５回生は

日々感謝の気持ちを忘れないこと

患者中心の医療を実践すること

常に向上心を持って研鑽に励むこと

いかなる困難にも

仲間と共に立ち向かうこと

世界の医療の礎を築く先導者となること

をここに誓います。

105回生 誓いの言葉105回生 誓いの言葉 2024年 医学部新年祝賀式開催2024年 医学部新年祝賀式開催
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
迎
え
て

さ
ら
な
る
躍
進
を
誓
う

三四会社会功労賞の推薦について
目的　�地域社会、社会貢献を通じて顕著な功績により三四会の名誉を高めた三四会員を

表彰し実学としての慶應医学の発展を図る。

対象　１．�表彰目的に沿った優れた業績をあげた三四会正会員（本塾関連病院のみでは
なく、研究施設、他大学、地域で業績をあげている三四会員も含む）

　　　２．年齢は問わない。

推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学医学部教授、慶應義塾

大学関連病院会会員および他大学教授（三四会員）とします。
　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三四会社会功労賞推薦

状）により候補者を推薦してください。
　　　３．締め切りは、2024年４月12日（金）必着、三四会事務局宛とします。
　　　４．�提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、表彰目的に沿った業績目録、客観的に

評価しうる資料等、オリジナル1部とコピー10セットが必要です。

　※推薦書のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL：https://www.sanshikai.jp/award/distinguishedService

なお、社会功労賞は、年を重ね、業績を積むことにより、より事業に重みを増すもので
す。これまでに採択されなかった事業についても是非再度応募ください。

選考ならびに受賞
三四会長を委員長とする三四会社会功労賞選考委員会による厳正な選考の結果、原則１
名の受賞者を決定します。受賞者は2024年６月15日（土）に予定されている三四会定例評
議員会で表彰され，賞状および副賞が授与されます。

Young�Investigator�Award,�Keio�University�School�of�Medicine�
Alumni�Association（Sanshikai）

目的　若手の三四会会員の研究を奨励し、実学としての慶應医学の発展を図る。
対象　１．�次の各分野で学位取得後地道に研究を続け、すぐれた業績をあげた三四会正

会員で三四会員として少なくとも１年は経過している者（本塾関連病院のみ
ではなく、研究施設、他大学、地域等で業績をあげている三四会員も含む）

　　　　　対象となる分野
　　　　　　イ、臨床医学　　　ロ、基礎医学
　　　２．満40歳以下
推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学医学部教授、慶應義塾

大学関連病院会会員および他大学教授（三四会員）とします。
　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三四会奨励賞推薦状）に

より候補者を推薦して下さい。�
　　　３．�推薦締切りは2024年４月12日（金）必着、三四会事務局宛とします。
　　　４．�提出書類は、推薦状、被推薦者略歴、業績目録、主論文一編の別刷（学術集

会発表の場合はそれを証明するコピーと800字程度の抄録）、提出部数は、オ
リジナル1部とコピー10セットが必要です。

　　　５．�対象となる研究が共著論文の場合は共著者の承諾書（オリジナル１部とコピ
ー10部）が必要となります。

　※�推薦状、略歴、業績目録、論文、共著者の承諾書を順に組んで１部とし、コピーも
同じ体裁に整えてください。

　※推薦状のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　　URL：https://www.sanshikai.jp/award/incentive

選考ならびに受賞
三四会奨励賞選考委員会による厳正な選考の結果、約８名程度の受賞者を決定します。
受賞者は2024年６月15日（土）に予定されている三四会定例評議員会で表彰され、賞状お
よび副賞が授与されます。

三四会奨励賞の推薦について

慶
應
医
学
賞
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
受
賞
者
（
左
よ
り
）
金

井
隆
典 

医
学
部
長
、
櫻
井
政
寿 

内
科
学
（
血
液
）
専
任
講

師
、
伊
藤
公
平 

塾
長
、 

筋
野
智
久 

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー 

専
任

講
師
、
家
田
真
樹 

医
学
研
究
奨
励
事
業
委
員
長

新
年
祝
賀
式
の
様
子

これから臨床実習に臨む１０５回生たち

新しい白衣に袖を通す

「誓いの言葉」を唱和

武
田
純
三
三
四
会
会
長
に
よ
る
ご
挨
拶

三四会理事会報告

・�能登半島地震での三四会員の被
害は報告されていない
・�赤倉山荘運営委員会報告：第18
回慶應赤倉アカデミー（2023年
９月30日・10月１日）、KAA-
Jr（2023年８月20日）を開催。
病院スキーツアー（３月）、
KAA-Jr.（８月）、連合三田会
大会を予定
・�産業医委員会報告：2023年12月
15日に開催。次回２月16日に開

催予定で、三四会員の参加費を
2000円に値上げ
・�名簿作成：新会員情報管理シス
テムを使用して11月に発行予定
・�三四会奨励賞、社会功労賞応募
を医学部新聞２月号に掲載
・�オブザーバー参加：73回内田敬
子先生、福永興壱先生、75回大
塚崇先生が参加。令和６年連合
三田会大会について意見交換

　

２
０
２
４
年
１
月
19
日
に

開
催
さ
れ
た
三
四
会
理
事
会

に
75
回
生
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
理

事
会
で
が
、
理
事
の
皆
さ
ん

が
と
て
も
熱
心
に
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
る
の
が
印

象
的
で
し
た
。
私
か
ら
75
回

生
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す

２
０
２
４
年
慶
應
連
合
三
田

会
大
会
の
準
備
状
況
を
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

理
事
の
先
生
方
か
ら
、
今
後

の
準
備
の
参
考
と
ナ
ル
フ
ィ

2024 年3 月２２日（金）です。

【勤務医師賠償責任保険】

株式会社慶應学術事業会 e-mail：hoken@keioae.com tel : 03 - 3453 - 3846 （塾内線22486）

慶應学術事業会からの大切なお知らせ
締切を延長します！お急ぎください !!

23TC-007190 2024 年 1 月作成

延長締切日は

【産業医等活動保険】 【団体総合生活保険】
医療行為によって患者の身体に障害
を与え、法律上の賠償責任が発生し
た場合に補償される保険です。

法令等によって定められた産業医、
健康管理医、学校医等の職務活動を
対象として補償される保険です。

４つの補償 いずれか１つからご加入できます。
①所得補償 ②医療補償 ③がん補償
④傷害補償
４つのオプション
①個人賠償責任補償 ②弁護士費用等補償
③携行品補償 ④ホールインワン補償

最大割引 20％適用

詳しい内容はこちら 詳しい内容はこちら 詳しい内容はこちら

三四会員限定
団体保険

引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社

弊社は慶應義塾出資子会社の一社として、慶應義塾の経営に寄与することを目的として、
慶應義塾の施設管理事業、社会人教育事業（慶應丸の内シティキャンパス）、慶應カード事務局、
保険代理店事業を行っております。三四会員の皆様が安心して医療活動に専念できるように
保険を通じて安心をお届けできればと考えております。

お問い合わせは
こちら

三
四
会
理
事
会
へ
の

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

大
塚 

　
崇（
75
回
）

三
四
会
定
例
理
事
会
に

出
席
し
て

内
田 

敬
子（
73
回
）

ー
ド
バ
ッ
ク
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

塾
医
学
部
を
卒
業
し
て
か

ら
ず
い
ぶ
ん
立
ち
ま
す
が
、

理
事
会
に
参
加
す
る
こ
と
で

慶
應
義
塾
、
医
学
部
の
行
事

に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
実

感
を
久
し
ぶ
り
に
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
は
じ
め
て
武
田

純
三
会
長
か
ら
お
声
が
け
い

た
だ
き
、
73
回
ク
ラ
ス
評
議

員
と
し
て
福
永
興
壱
君
と
と

も
に
定
例
理
事
会
に
出
席
し

ま
し
た
。
医
学
部
学
生
や
若

い
医
師
に
開
か
れ
た
三
四
会

を
目
指
し
て
、
主
に
若
者
と

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
一

つ
一
つ
丁
寧
に
審
議
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
ま
た
、
前
例
や
慣
習

に
と
ら
わ
れ
な
い
雰
囲
気
も

あ
り
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
自
由
に
発
言
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
三
四
会
会
員
と
し
て
全

く
熱
心
で
は
な
い
私
に
も
先

輩
方
か
ら
お
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
り
、
特
に
２
０
２

２
年
連
合
三
田
会
で
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
で
は
、
多
く
の
先

輩
方
が
現
地
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
り
多
大
な
る
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
こ
の
ご
縁
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。


